
                                                      

 

薬発 R2-2    

  令和 2 年 5 月 21 日

 薬剤科 医薬品情報室 

〔Ⅰ〕第 420 回薬事委員会において、下記の事項が決定しましたのでお知らせいたします。 

1. 新規採用医薬品 ※原則 5 月 25 日（月）より処方可能となります。 

剤形 採用区分 薬品名 （ ）は一般名 規格 薬効 メーカー 備考 

内
服 

院内外両用 
ｱﾓｷｼｼﾘﾝｶﾌﾟｾﾙ 250mg「ﾄｰﾜ」 

（アモキシシリン） 
250mg/Cap ペニシリン系抗菌薬 東和薬品 

ｱﾓｷｼｼﾘﾝｶﾌ ﾟｾﾙ

250mg｢NP｣と切り換え 

院外専用 
アレグラドライシロップ 

（フェキソフェナジン塩酸塩製剤） 

0.3g/包 

0.6ｇ/包 
アレルギー性疾患治療剤 サノフィ 

ザジテンシロップと切り

換え  

院内外両用 
ｲﾄﾗｺﾅｿﾞｰﾙ内用液 1%「ﾌｧｲｻﾞｰ」 

（イトラコナゾール） 
140mL/瓶 経口抗真菌剤 ファイザー 

イトリゾール内用液１%

と切り換え 

院外専用 
オルミエント錠 2mg 

（バリシチニブ錠） 
２mg/錠 ヤヌスキナーゼ阻害剤 ｲｰﾗｲﾘﾘｰ 

シオゾール注 25mg と

切り換え 
院外専用 

オルミエント錠４mg 

（バリシチニブ錠） 
４mg/錠 ヤヌスキナーゼ阻害剤 ｲｰﾗｲﾘﾘｰ 

院内外両用 
サインバルタカプセル 20mg 

（デュロキセチン塩酸塩カプセル） 
２0mg/Cap 

ｾﾛﾄﾆﾝ/ﾉﾙｱﾄﾞﾚﾅﾘﾝ 

再取り込み阻害薬（SNRI） 
塩野義製薬  

院内外両用 
サインバルタカプセル 30mg 

（デュロキセチン塩酸塩カプセル） 
30mg/Cap 

ｾﾛﾄﾆﾝ/ﾉﾙｱﾄﾞﾚﾅﾘﾝ 

再取り込み阻害薬（SNRI） 
塩野義製薬  

院外専用 
レクサプロ錠 20mg 

（エスシタロプラムシュウ酸塩錠） 
２0mg/錠 

選択的ｾﾛﾄﾆﾝ 

再取り込み阻害剤（SSRI） 
持田製薬 

ﾃﾞﾌﾟﾛﾒｰﾙ 75mgと切り

換え 

外
用 

院内専用 

ビスコート 0.5眼粘弾剤 

（精製ヒアルロン酸 Na／コンドロイチン   

硫酸エステル Na） 

0.5ｍL/筒 眼科手術補助剤 アルコン 
シェルガン 0.5眼粘弾

剤と切り換え 

院内専用 
プロビスク 0.7眼粘弾剤 1% 

（精製ヒアルロン酸 Na） 
1%0.7ｍL/筒 眼科手術補助剤 アルコン 

ｵﾍﾟｶﾞﾝ 0.6眼粘弾剤

1%等と切り換え 

 

2. 医薬品の採用区分変更 

剤型 医薬品名 採用区分 

内服 

サインバルタカプセル 20mg 用時購入、院外処方可 → 院内外両用 

サインバルタカプセル 30mg 用時購入、院外処方可 → 院内外両用 

パロキセチン 20mg 院内外両用 → 院外専用（サインバルタカプセル 20mgの採用区分変更に伴う変更） 

 

3.採用中止医薬品 

剤形 薬品名  備考 剤形 薬品名  備考 

内服 

アモキシシリンカプセル 
製造販売中止 

注射 

オペガンハイ 0.85眼粘弾剤 1% プロビスク 0.7眼粘弾剤 1% 

に切り換え 250mg「NP」 オペガン 0.6眼粘弾剤 1% 

イトリゾール内用液 1% ｲﾄﾗｺﾅｿﾞｰﾙ内用液 1%に切り換え ハロマンス注 100mg  

デプロメール錠 75mg レクサプロ錠 20mgに切り換え シオゾール注 25mg オルミエント錠に切り換え 

ザジテンシロップ アレグラに切り換え プラルエント皮下注 75mgペン 販売差し止め 

注射 シェルガン 0.5眼粘弾剤 ﾋﾞｽｺｰﾄ 0.5眼粘弾剤に切り換え プラルエント皮下注 150mgペン 販売差し止め 

 

4.その他 

動物実験において発がん性が認められた「クリスタルバイオレット」（商品名：ピオクタニン）の使用について、
日本消化器内視鏡学会と日本外科学会は、代替品・代替法があればそれらを用いることが適当であると声明を発
表している。これを受け、院内製剤である「0.1%滅菌ピオクタニン液」と「1%ピオクタニン液」の使用に関する
アンケート調査を各診療科に依頼し、その結果を基に薬事委員会で病院としての対応を協議する。 

 
 


